
※DPC対象病院では、保険医療係数として評価され、使用割合が20％以上の場合はDPCの評価で0.05点減算される

褥瘡発生率

【指標の説明】

褥瘡は、看護ケアの質評価の重要な指標の１つとなっています。褥瘡は患者のQOL の低下をきたすとと

もに、感染を引き起こすなど治癒が長期に及ぶことによって、結果的に在院日数の長期化や医療費の増大に

もつながります。そのため、褥瘡予防対策は、提供する医療の重要な項目の1 つにとらえられ、1998 年か

らは診療報酬にも反映されています。

【データ収集期間】

1ヶ月毎

【データ抽出方法】

SSIPlatfom

【値の解釈】

プロセス / より短い値が望ましい

【年次推移】

【定義・計算方法】

対象月に新規登録された褥瘡の件数（同一患者の他部位の新規発生は除外）

対象月に在院していた入院患者延べ数

※褥瘡発生件数は初回の院内発生のみを取得（同一患者への2回目以降の院内発生率は除外）

×100（％）

2.03 

2.86 

2.48 

1.81 

0.97 

1.46 

2.24 

1.51 

2.37 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

2
0

2
5

年4

月

2
0

2
5

年5

月

2
0

2
5

年6

月

2
0

2
5

年7

月

2
0

2
5

年8

月

2
0

2
5

年9

月

2
0

2
5

年1
0

月

2
0

2
5

年1
1

月

2
0

2
5

年1
2

月

2
0

2
6

年1

月

2
0

2
6

年2

月

2
0

2
6

年3

月

％

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50 3.00 3.50

2024年度

2023年度

%


